



















こうした文末形式はすべて、引用表現の形式である r- と言えばJ r- と言う」の変化

















岡山県笠岡市真鍋島の「ちゃ」を r r と言えばJ のつづまったものJ として報告し、用例




なお、上記の瀬戸口 (1982) の例からもわかるように、「チャ J は山口方言に限らず広
い地域に見られる文末詞であるようだが 2) 、本稿は筆者の内省がきく山口東部方言に限
って記述を行う 3) 。









(9) (10) のようにノダ文以外では「ッチャ」のみが用いられるが、 (11) (12) のよう






つまり、 f ッチャ j は全ての文末に生起しうるが、促音を伴わない「チャ J はノダ文に
のみ後接する形式であることがわかる。このため、「ッチャ」を一つの文末調とみなして
本稿で中心的に記述することとしたい。また、以上のことから、促音を伴わない「チャ J






(15) 昨日は行ッタカッチャ (Yes-No 疑問文)











ただし断定辞「ジャ」は、若年層の山口東部方言に関する限り、共通語の「よ J r よねJ
「って〈伝聞) J にある程度相当する「ヨ J rイネ J r ト」などの、情報提供文と共起する
文末調すべてと共起しないが ((20) "'" (22)) 、一方で共通語の「ネj にある程度相当す



















また、「ッチャ J には「ネ J (伝達のモダリティ形式)だけが後接する。このことにつ
いては 4ユ2.で意味・機能の面から考察を深めたい。
4. r ッチヤ』の用法
以下、共通語の「ッテパj や「ッテ」に相当する用法 (4.1.)、「ッテパj や f ッテ J に
ない用法 (4.2.) の順に、「ッチャ J および「チャ J の用法を記述する。
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山口方言の文末詞チャ
4.1. 共通語の「ってJ rってほj に相当する用法
「ッチャ」は平叙文において、 (26) の b2 やb4のように用いられる。これらは「ッチ














これらから、 f ッチャ j は、統に一度は話し手が聞き手に伝えたことのある発話を前提
とし、その発話内容が聞き手に把握されていないとわかったときに、話し手が聞き手に対
して「発話内容を再度伝達している j ということを表す形式だと考えられる。したがって、



























以上述べた、共通語の「って J rってば」とほぼ同じ用法を、「ッチヤ J の基本的な意
味として (33) にまとめる。










(35) #昨日は行ったか之ヱエネ (Yes暗No 疑問文)
(36) #いつ行ったか之エェネ (WH 疑問文)
(37) #早く行け之Zヱネ/#早く行キ一之エヱネ(命令文)
因みに、形式的には疑問文であっても意味的には反語を表している (35') (36') や、第












































































また、「ンチャ J が用いられるのは、野悶春美 (1997) のいう「対人的ムードの「のだJJ 






























の点で「ンチャ」は「ッチャネJ と同様に、「ッチャ J には必然的に生じていた聞き手へ
の非難ゃいらだちといったニュアンスが生じないと思われる。
以上、「ンチャ」の用法をまとめると、以下のようになる。





脈において「ンチャ J と「ンヨ J は競合しているといえる。「ンチャ J が、準体助調「ンJ
に「ッチャ」が接続してできたのか、他のノダ文には使われている断定辞「ジャ J が、「対












④「ッチャ J には、伝達のモダリティ形式「ネj のみ後援する。
(54) 意味・用法の特徴





⑤先行する発話を前提としない用法(共通語「って J r ってば」に相当しない用法)



















1 ) ただし藤田 (1999) の「トイウンダj の説明については、本稿はこれを容れない。なぜなら















3) 筆者は、 1973 年生まれで高校卒業 (1992 年 3 月)まで山口県熊毛郡田布施町に住み、同年 4
月から京都市内に移住して現在に至る。
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